
異学年の親御さんが揃っていたので、勉強について様々な意見と経験が話されました。
高校生の親御さんからは、休みがちだったけど進級のために3学期はすごくがんばって登校
したという嬉しい報告もありました。

そんな中で、親の心情がよくわかるお話がありました。
「 」
「 」
「 」
「

」
親御さんたちがお互いの気持ちを受け容れながら、でも今の子どもたちにとって自分たちの
存在がどんなものであるのか冷静に見ようとしていました。

親がつい子どもたちに指示してしまうのは、
「 」
という言葉もありました。片付けやお風呂など親の都合を優先してしまうと笑いながら話され
ていました。

同じ立場の方と話すことがなければ
誰しもこんな風に感じてしまいます。

「 」
「 」
「 」
「 。」

親御さんたちは、毎日子どもさんの様子を見ながら、ひとりで考え込んでしまったり、夫婦
や家族で意見が分かれたり、葛藤や悩みを抱えておられます。
社会は多様化したといわれ、都会ではいろんな選択肢があるようですが、まだまだ田舎には
選択肢がないのが現状です。

この会を企画した際に、こんな言葉も後押しとなりました。
「

」
学校へ来られなくなった子どもさんのことを、ママ友達も親身に心配しています。でも、立
場が違うときっと私では役に立たないと思うと話してくれました。
だから、当事者である親御さんたちに集まってもらうことを決めたのです。

そして、2回目となった今回はこんな言葉も出ました。
「 」
「 」
誰かに聴いてもらいたい・助けてほしいと思ったときに、こんな場があるとつながることが
できるかも知れません。
そんなお話から定期的に開催していくことを決めました。

２０２１年度からは 2か月に一度のペースで開催します！

奇数月 （1月 3月 ５月 ７月 ９月 １１月） 第3日曜日 午後1時３０分～ ＠地域交流古民家カフェ AGALA

解決できる場ではないけれど
それを目指す一端となることを
願って開催しました。（事務局）

不登校・引きこもり研究者
◆ 川乗先生から ワンポイントアドバイス

学校へいけない子どもたちは、ストレスを避けるために家にいるという状態です。親御さ
んが勉強のことを気にかけるのはとても分かりますが、その声かけは家にいてもプレッ
シャーをかけられることになります。
皆さんの語らいから既にお気づきだと思いますが、子どもたちは勉強をしなくてはなら
ないことは分かっているのです。前回と同じように「～してしまう」ことを極力減らしてい
けるように心がけしましょう。


